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年も明けてすぐ、昨年よりクラブ40周年事業の一環として準備してまいりました、

スリランカガンバハ地区への図書室設置を　ワルダナ寺院のアマラワンサ僧へお渡ししてくる事が出来ました。　私達クラブ員の気持ちと共にお渡し出来たことを皆様に報告致します。　私達は、１月15日の13時に成田空港を出発致しまして、9時間30分ほどの飛行時間を要し、やっとの思いでスリランカのコロンボ近郊の国際空港に到着致しました。

空港のロビーに着きましたところ、そこには、ワルダナ寺院のアマニワンサ僧と子供たちに出迎えて頂きました。　とてもにこやかで素晴らしい笑顔で出迎えられ、節足礼の挨拶をうけ疲れも吹き飛んだ思いでした。

前日より会場の準備は整えられていまして、18日の日には、私達はホテルを8時30分に出発し、会場となっています、ガンバハ地区のワルダナ寺院へ向かいました。
寺院の参道の門の前には、近隣の小学校の子供たちや皆さんの歓迎と、古来の儀式の舞により出迎えを受けました。　とても大人数により境内はあふれんばかりでしたが、住職の先頭により境内へと迎えられ、まずは国旗の掲揚と国歌斉唱から歓迎式はスタート致しました。　私達は、当日に行われました、　スリランカ全土の優秀な子供たちで、貧困家庭の為に教育困難な子供たちへの支援をされています、鈴木康夫氏が行っていますコスモス奨学金授与式と共に　図書室の贈呈式を行って頂きました。
式の開催は、まずは、図書室の銘板の除幕を会長の中村が行い、扉前のテープカットを新田国際奉仕委員長に執り行って頂きました。内部図書室に入り、二部屋のスペースを図書室として設けて頂きまして本棚を設置されていましたが、私達の贈呈した本が整理されていましたことを確認できました。
参加して頂いた皆さまと共に寺院の僧侶の皆さまによるお祈りをして頂きました。　　整理された本には、柏東ロータリークラブとしての印を押印されていることもしっかりと行ってくれていました。壁にはクラブの皆さまによる集合写真とバナーが飾られています。　
しかしながら、棚の中はまだ図書が少なく、「も少し多く並べられたらもっと図書室らしくなるかな」と思えたのも事実ですね。でもそれは今後の課題であり、クラブの長期計画として立て、少しづつ増刊し、「子供たちの夢への実現」に向けての　サポートができるように努力したいなと思いました。
そのオープンセレモニーの後、檀上にて管理頂くアマラワンサ僧へ目録としてお渡しまして、式典のスタートを致しました。　
当日は、この寺院の近くであり、ポロンナルワ地域のロータリアンも駆けつけて頂き、とてもよかったと思います。
奨学金授与式に参加した子共達は、非常に貧しい家庭環境や厳しい環境ではありますが、各学校の中でも優秀で、学校長の推薦により成績優秀な子供たちへ、コスモス奨学金としてサポートする事がふさわしいか確認され、奨学生として、また里子として里親になった皆さまから奨学金授与式において学用品や食糧支援なども含めて授与式が執り行われました。
　一日８時間以上も掛けて遠方より駆けつけた奨学生や里子と、ご家族の皆さんや、また、図書室を設置するために御協力して戴いた皆さんのうれしそうな表情はとても輝いていました。　私達は、ここに参加し「柏東ロータリークラブ文庫としての図書」を贈ってよかったなと思っています。

会が終了し、こどもや家族との交流が始まっている中で、　寺院内に於きまして、図書室の管理を依頼する内容や、今後の事も含めた　説明をさせて頂き、ワルダナ寺院のアマラワンサ僧との確認・署名の交換を執り行いました。

今後のクラブとして、ベースの図書室は設置されましたので、今後の会長さんや会員の皆様への協力により図書の増刊が出来ましたら、柏東ロータリー文庫が、本当の図書室としてスリランカの子共達や、地域の皆さまに活用されるだろうと考えていますし、願っています。　
今後とも会員の皆にご協力頂き、「スリランカの貧困の子共達の夢を実現するサポート」に於ける大なるご協力を頂けましたら幸いです。

宜しくお願い致します。

